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令和7年7月24日(木)

情報を取り巻く状況と区の取組み

資 料 2



2

▽ 情報を取り巻く状況

▽ 区の取組み



情報を取り巻く現状に対する認識

アルゴリズム
自分の興味にあわせて情報を表示
情報の偏り

承認欲求
「いいね」や「フォロワー」

インプレッションによる収入
事実＜目立つ

ディープフェイク
精度の高い偽画像や偽動画が簡
単に作成可能

約25％が拡散

偽・誤情報を信じる人 約50％

AA

A

勘違いや誤認識による発信

人権

消費活動

著作権
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AIの進化・普及

＜認知バイアス＞

経験等に基づいて無意識に非合理な考え方をし
てしまう。誰しもが持っている偏りや先入観。

▶ 自分の考えに合う情報だけを選択
▶ 繰り返された情報を真実だと思い込む
▶ 興味・不安・怒りで情報を拡散させる など



ＩＣＴリテラシーの実態

総務省が、ＩＣＴリテラシー向上に資する取組の更なる推進のため、利用者の

ＩＣＴリテラシーに関する認識や偽・誤情報の拡散傾向等、ＩＣＴリテラシー

に係る実態を調査

調査対象 ： 2,820サンプル
47都道府県×15歳以上（10・20・30・40・50・60代以上）×男女

調査方法 ： 全国インターネット定量調査

調査期間 ： 2025年3月31日～2025年4月2日

調査協力 ： 山口真一准教授
（国際グローバル・コミュニケーション・センター）
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自治体の

情報発信が重要



ＩＣＴリテラシーの実態
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住民と近い千代田区

だからこそできること



生成ＡＩが偽・誤情報問題にもたらすインパクト
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▶ 実際にはない発言や著名人の容姿を利用した性的・わいせつな動画の作成・拡散により社会的混乱が発生

▶ 選挙妨害を目的とした生成動画・画像が発生

▶ 作成者が深い悪意を持たず、気軽に動画や画像を偽造している事例

▶ 政治家や選挙結果への不信、諦め、誤解を招く恐れがある。さらに政治や報道機関等社会システムへの不信感
を招く。既存メディアの体裁を装った生成動画によって、既存メディアへの不信が起こっている。

▶ 偽・誤情報に対する訂正は各国のファクトチェックサイトや報道機関などが担っている。しかし、ソーシャル
メディア企業が偽・誤情報の投稿の削除などの対応を適宜行っているとは限らない。

すでに起こっていること・社会的影響

▶ ディープフェイクは、誤情報の拡散や政治的議論の操作につながり、民主主義社会での混乱、不信、および社
会の不安定化、情報空間の劣化、民主的プロセスへの信頼を損ねる可能性がある。

▶ 生成AIによって発信される誤情報は、個人の身体的および心理的安全や自由を脅かす可能性がある。

▶ AIが生成した誤情報に対する懸念は、報道等の社会システムへの信頼をさらに損なう可能性がある。偽・誤情
報とディープフェイクの台頭により、ニュースや情報への信頼の浸食、事実と意見の混同、そして「真実」そ
のものに対する不信が増幅する可能性がある。この状況下で偽のニュースを暴くことが信頼回復に十分でない
ことが懸念されている。

▶ ファクトチェックが偽・誤情報の大量生産に追い付かない懸念も指摘されている。

▶ 市民（子供を含む）はAIに対して過度な期待や信頼を寄せる傾向があり、AIが生成するコンテンツの流暢さに
よって誤解され、誤情報や幻覚を信じるリスクが高まっている。

将来的に起こると言われていること



生成ＡＩが偽情報に使われた事例「
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【国内事例】

▶ 岸田首相が米国政府の高官に睨みつけら
れているかのような偽画像

▶ ニュース番組ロゴと岸田首相の声を悪用
した動画

▶ 静岡県水害デマ画像

【海外での戦争・紛争関連事例】

▶ ゼレンスキー大統領が投降を呼びかける
偽動画

▶ 瓦礫のなかで子どもたちを運ぶパレスチ
ナ人

▶ スペインのプロサッカーチーム、アトレ
ティコ・マドリードのファンが、パレス
チナの旗を掲げて応援

【海外での選挙関連事例】

▶ トランプ元大統領の逮捕の瞬間を捉えた
画像

生成ＡＩが偽・誤情報問題にもたらすインパクト
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生成ＡＩが偽・誤情報問題にもたらすインパクト
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能登半島地震における誤情報事例
出典：日本ファクトチェックセンターＨＰ



国の取組み
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※総合的なＩＣＴリテラシー向上推進会合事務局資料



国の取組み
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※総合的なＩＣＴリテラシー向上推進会合事務局資料



国の取組み
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※ＩＣＴ活用のためのリテラシー向上に関する検討会事務局資料
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▽ 情報を取り巻く状況

▽ 区の取組み



区における視点
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区民の安全・安心の確保 区政情報を着実に届ける

～ 区民との接点・距離の近さを活かして ～ ～ 千代田区の地域特性を活かして ～

文字活字

子どもへのリテラシー教育

○ 情報リテラシーの向上を支援

○ 一人ひとりが、様々な情報に触れ、情報の真偽を適切に
判断し、不確かな情報に振り回されない

○ 区に関わる情報の把握

○ ターゲットやスピード感を踏まえた
区民への情報提供手段の整理・検討

区における視点

国

区民との接点を生かした様々な場面での周知・啓発

講演会等の実施 読書活動支援

デジタルデバイド対策

公教育

保護者

出版 報道

プラットフォーム事業者、ファクトチェック団体等

連
携

偽・誤情報の拡散や情報の偏りなど、情報を取り巻く課題

加速度的に目まぐるしいスピード感でＡＩ等の技術が進化
メディアやプラットフォーム事業者の対応、
ＡＩ活用など社会全体の仕組みに関する議論

国
や
東
京
都
等
と
連
携



ちよだリテラシー教育の推進
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全国に先駆けて「ちよだリテラシー教育」として体系化し、教育課程に位置付け



ちよだスマートスクール
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ICT環境下で、学び方・教え方・働き方を推進するための具体的な17の取組目標を掲げ、教員向けのリー
フレットを作成し、実現に向けた取組を展開

ちよだスマートスクールの日

▶ ICTを効果的に活用し、子供
たちの資質・能力を育むた
めの授業を実施

▶ 授業公開、保護者向けの講
演会や意見交換を実施

▶ 令和７年５月には、フェイ
クニュースの実事例を用い、
ネット上で怪しい情報に出
会った場合の対応をテーマ
に授業を実施



文字・活字文化の重要性
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▶ 近年、生活環境の変化や様々なメディアの発達・普及などを背景として、区民・国民の「読書離れ」、
「活字離れ」が指摘

▶ 読書は、「考える力」、「感じる力」、「表す力」等を育てるとともに、豊かな情操をはぐくみ、すべ
ての活動の基盤となる「価値・教養・感性等」を生涯を通じて涵養していく上でも、極めて重要なもの

▶ 特に、変化の激しい現代社会の中、自らの責任で主体的に判断を行いながら、自立して生きていくため
には、必要な情報を収集し、取捨選択する能力を身に付ける必要

▶ これからの時代においても、読み・調べることの意義は、増すことはあっても決して減ることはない

◼ 世界に誇る古書店街が広がる神保町を擁する千代田区が、「文字・活字」文化を官民連携して、
時代を超えて継承し発展させていく必要

「文字・活字」文化に係る区のスタンス

◼ 手軽さなど動画のメリットは活用するものの、文字・活字の上位互換にならない

◼ 紙媒体は記憶の定着に有利なことに加え、新しい思考や創造的な発想に役立つとの研究結果を
尊重しつつ、時代の変化にも対応できるよう、書籍とデジタルツールはハイブリッドで活用

感性を養ったり知識を得ることに長けていると言われる紙媒体と、アクセス性や利便性の高い
デジタル双方を生かしながら文字活字に触れることで、情報リテラシーの形成も後押し



読書活動の推進
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○ 子どもから大人までの読書活動の普及・発展、世界有数の出版関連産業の集積地といわれる特色を活かした出版文化の振
興を目的として、平成19年３月「千代田区子ども読書活動推進計画」を策定

○ 令和元年から５年間、「第３次千代田区子ども読書活動推進計画」に基づき、家庭、学校、図書館、出版関連団体をはじ
めとする、区内の数多くの団体と協力・連携し、子どもの読書活動を推進

○ 特に第３次計画では、「特別な支援を必要とする子どもの読書活動の推進」、「子どもを取り巻く大人への支援」、「ボ
ランティア活動の支援」に注力

• スマホ等からネット上で電子書籍
の貸出・返却ができるサービス

• 気軽にアクセス可能とし、読書活
動をより豊かなものに

• 児童向けコンテンツを200点から
700点に増加

• 令和５年度から、区立小学校全８校に電子書籍読み放題サービス
「Yomokka!(よもっか！)」を導入

• 一人一台のタブレット端末で電子書籍が読めることができるようになり、いつ
でもどこでも読書可能な環境を整備

• 子どもの読書活動の支援に関するスキルアップのための講座や勉強会を開催

• 区と区立図書館が連携し、ボランティアの活動機会を提供

• 保護者や教員向けに読み聞かせ講座や読書活動の重要性を伝える講演会を開催

• 区立図書館司書の子育て・教育関連施設への派遣や学校図書館連絡会の開催に
より、関係者間の情報共有を推進

千代田Web図書館 Yomokka!(電子書籍読み放題サービス)の導入

子どもを取り巻く大人への支援、ボランティア活動の支援

これまでの取組みの一例

第４次計画（令和７年３月）では「基本理念」「基本方針」「施策の担い手やその役割」を掲げ、さらに推進



講演会の開催など
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■ 高齢者向けのスマホ教室等

▶ 区では、デジタルにチャレンジしたい区民
等に対する支援として、講習会や相談会、
操作に慣れるイベントを開催

▶ これまで約450名が参加し高い満足度
（令和６年度の講習会では95％以上が満足）

▶ 令和７年２月、日比谷図書文化館において情報リテラシーに関する講演会を開催

▶ 「フェイクニュース」や「生成AI」について、その実態を事例とデータをもとに
解説いただき、誰もが情報の発信者となり得る現代、偽情報に騙されないために、
必要なリテラシーを学ぶ

■ 情報リテラシーに関する講演会の開催

『フェイクニュースが拡散されるいま、求められるリテラシーとは』

講師：山口真一氏（国際大学グローバル・コミュニケーション・センター准教授）

～ 令和７年12月頃にも、情報リテラシーに関連する講演会を開催予定 ～



（参考）神保町エリアの文化的資産
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▶ 神保町エリアは、1790年に学問所の祖と言われる昌平坂学問所が設立され、さらに
幕末には東京大学の前身である藩書調所が神田錦町に移設されるなど、歴史的に
学問と縁の深い土地柄

▶ 明治維新後、多くの幕臣が住んでいたこのエリアは空き地が広がったものの、江戸
期より学問の集積地だったこともあり、その跡地に多くの大学(明治法律学校(明治
大学)や英吉利法律学校(中央大学)、日本法律学校(日本大学)など)が設立

▶ 本が貴重品だった明治時代、教育関係者が多く住んでおり、古書の需要が高まり、
1875年に高山本店（古書店）が創業し、1877年に有史閣、その後1881年には三省堂
書店、1913年には岩波書店が創業。1913年の神田の大火や1923年の関東大震災に見
舞われるが、この危機を乗り越え、1930年には小学館と集英社が移転し、古書店街
は大きく繁栄

▶ 太平洋戦争に突入し東京大空襲にも見舞われたが、神保町エリアは奇跡的に空襲を
免れることができたことから、多くの貴重な資料が現存

▶ 神保町の建築形態は看板建築（煉瓦・モルタル・タイル・銅板張り）と、 煉瓦からタイル移行期に多用さ
れたスクラッチタイル装飾の鉄筋コンクリート造やシンプル モダン建築などの建築様式が重層化

▶ 明治以降に形成された比較的新しいまち並みであるが、近代以前の伝統的建造物群 保存地区と同等の価値
があるとの意見も

■ 神保町のまちの歴史

神保町・古書店街
（1965(昭和40)年）
区HP「ちよだ写真館」

■ 神保町界隈の建物価値
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